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ソ
マ
リ
ア
沿
岸
へ
の
自
衛
隊
派
遣
と
ソ
マ
リ
ア
に
つ
い
て
の
国
連
決
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ソ
マ
リ
ア
沿
岸
で
の
海
賊
問
題
に
対
処
し
、
日
本
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
目
的
で
海
上
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
が

海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
、
海
賊
新
法
案
）
の
国
会
で
の
審
議
を
待
た
ず
に
行
わ

れ
て
い
る
。
ソ
マ
リ
ア
沿
岸
の
海
賊
に
対
処
す
る
こ
と
は
国
際
社
会
の
要
請
で
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
会
の
議

論
を
待
た
ず
し
て
海
外
へ
自
衛
隊
を
安
易
に
派
遣
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沿
岸
派
遣
と
国
連
決
議
に
つ
い
て

�

海
賊
新
法
案
が
成
立
す
る
以
前
に
自
衛
隊
法
第
八
二
条
の
「
海
上
警
備
行
動
」
規
定
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沿

岸
派
遣
は
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
ソ
マ
リ
ア
沿
岸
で
の
海
賊
の
対
処
に
つ
い
て
は
、
国
連
安
保
理
決
議
一
八
一

六
、
一
八
三
八
、
一
八
四
六
、
一
八
五
一
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
国
連
安
保
理
決
議
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

海
賊
新
法
案
、
第
一
条
（
目
的
）
で
は
、
国
民
生
活
へ
の
重
要
性
と
国
連
海
洋
法
条
約
の
規
定
が
根
拠
と
さ
れ
て
い

る
。
同
条
項
で
は
「
公
海
そ
の
他
い
ず
れ
の
管
轄
に
も
属
さ
な
い
場
所
」
に
お
け
る
海
賊
行
為
を
当
該
場
所
に
お
い
て
取

一



り
締
ま
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
国
連
安
保
理
決
議
一
八
一
六
、
一
八
四
六
、
一
八
五
一
は
、
ソ
マ
リ
ア
暫

定
連
邦
政
府
（
以
下
、
Ｔ
Ｆ
Ｇ
）
の
「
能
力
の
欠
如
」
を
理
由
に
、
ソ
マ
リ
ア
領
域
内
で
の
海
賊
対
処
を
容
認
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
安
保
理
決
議
は
、
海
洋
法
条
約
と
乖
離
し
て
い
る
が
、
安
保
理
決
議
が
海
洋
法
条
約
の
限
度
を
越
え
て
い
る

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

�

国
連
安
保
理
決
議
一
八
一
六
、
一
八
四
六
、
一
八
五
一
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｇ
の
承
認
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
は
、

こ
の
Ｔ
Ｆ
Ｇ
を
未
承
認
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
こ
れ
ら
の
安
保
理
決
議
を
承
認
す
る
に
あ
た
っ
て
な
ん
ら
問
題
を
生
じ
な

い
の
か
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、
当
該
国
の
政
府
を
認
め
な
い
ま
ま
安
保
理
決
議
を
承
認
し
た
例
は
な
い
の

か
示
さ
れ
た
い
。

�

国
連
安
保
理
決
議
一
八
一
六
、
一
八
四
六
は
海
賊
の
制
圧
の
た
め
に
ソ
マ
リ
ア
の
領
海
内
で
、
ま
た
、
決
議
一
八
五
一

は
、
ソ
マ
リ
ア
領
土
内
で
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
ソ
マ
リ
ア
の
領

海
内
や
領
土
内
で
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
賛
同
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
場
合
に
、
自
衛
隊
が
そ
の

よ
う
な
措
置
を
と
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

�

金
子
一
義
国
土
交
通
大
臣
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
海
賊
新
法
案
の
審
議
で
沿
岸
国
の
同
意
を
得
た
場
合
、
あ
る
い
は
要

二



請
を
受
け
た
場
合
、
当
該
国
の
領
海
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
国
内
法
上
の

根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

�

同
様
に
こ
れ
ら
の
決
議
は
、
国
連
憲
章
第
七
章
に
基
づ
く
武
力
行
使
を
含
む
「
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
」
を
認
め
て
い

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

ソ
マ
リ
ア
の
「
海
賊
」
は
、
か
つ
て
プ
ン
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
が
創
設
し
た
沿
岸
警
備
隊
が
中
核
に
な
っ
て
い
る
と
の

有
力
な
情
報
が
あ
る
。
海
賊
行
為
に
従
事
し
て
い
る
集
団
と
Ｔ
Ｆ
Ｇ
な
い
し
、
プ
ン
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
（
政
府
高
官
や

軍
幹
部
）
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

�

仮
に
、
「
海
賊
」
が
Ｔ
Ｆ
Ｇ
な
い
し
、
プ
ン
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
関
係
者
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
組
織

は
「
国
家
に
準
ず
る
組
織
」
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

ジ
ブ
チ
共
和
国
と
の
地
位
協
定
に
つ
い
て

�

ジ
ブ
チ
共
和
国
と
の
地
位
協
定
締
結
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
行
わ
れ
た
の
か
示
さ
れ
た
い
。

�

ジ
ブ
チ
共
和
国
に
派
遣
す
る
自
衛
隊
の
人
数
と
部
署
、
装
備
、
役
割
を
海
上
自
衛
隊
、
陸
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
そ

れ
ぞ
れ
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

三



�

海
上
自
衛
隊
の
哨
戒
機
二
機
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
哨
戒
機
の
活
動
す
る
領
域
を
示
さ
れ

た
い
。

三

ソ
マ
リ
ア
国
へ
の
国
際
協
力
活
動
に
つ
い
て

�

ソ
マ
リ
ア
国
に
関
す
る
国
連
決
議
一
八
三
一
、
一
八
四
四
、
一
八
五
三
、
一
八
六
三
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
そ
れ

ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。

�

ソ
マ
リ
ア
国
領
土
内
で
の
国
連
の
活
動
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
派
遣
の
検
討
を
し
て
い
る
か
、
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
役
割
で
の
派
遣
と
考
え
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
た
め
の
準
備
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に

つ
い
て
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

�

前
項
以
外
の
ソ
マ
リ
ア
国
へ
の
国
際
協
力
活
動
も
検
討
状
況
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


